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R飯
田
線
市
田
駅
前
の
住
宅

地
。
民
家
に
固
ま
れ
た
目
立
た
な

い
空
き
地
に
、
高
さ
三
M
も
あ
る

大
石
が
あ
る
。
雪
が
積
も
っ
た
石

の
上
に
は
二
体
の
地
蔵
。
寒
さ
に

耐
え
る
よ
う
に
寄
り
添
い
、
じ
っ

と
遠
く
を
見
つ
め
て
い
た
。

約
三
百
年
前
の
一
七

一
五

(正

徳
五
)
年
、
天
竜
川
流
域
で
大
規

模
な
豪
雨
災
害
「
未

(ひ
つ
じ
)

の
満
水
」
が
起
き
、
多
く
の
犠
牲

者
が
出
た
。
大
石
は
こ
の
時
、
近

く
を
流
れ
る
大
島
川
の
土
石
流
で

運
ば
れ
て
き
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
石
の
近
く
を
通
る
と

満
水
で
死
ん
だ
赤
ん
坊
の
泣
き
声

が
聞
こ
え
る
怪
異
が
続
い
た
が
、

地
蔵
を
建
て
た
ら
、
ぴ
た
り
と
や

ん
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
地

蔵
は
「
夜
泣
き
地
蔵
」
と
呼
ば
れ

る
。
同
じ
よ
う
な
悲
し
い
話
は
、

こ
の
欄
で
紹
介
し
た
飯
田
市
上
郷

別
府
の
「
夜
泣
き
石
」
に
も
あ

る
。「
出
砂
原
の
大
石
」
と
い
う
名

前
は
地
名
に
由
来
し
、

豪
雨
の
度

に
大
島
川
か
ら
の
土
砂
流
出
が
絶

え
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
人

々
は
災
害
に
苦
し
み
な
が
ら
、
犠

牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
た
。
大
石
と

地
蔵
は
、
そ
ん
な
地
域
の
歴
史
を

今
に
伝
え
る
。

(

中
山
道
雄
)

土
石
流
災
害
の
記
憶
残
す

出砂原の大石
〈高森町下市田〉

4 
」よる土石流で運ばれたとされる 「出砂原

の大石」。上部に地蔵がある=高森町下市田で
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